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表紙： 元気にゲートボールを楽しむみなさん

9月9日は何の日…？
忘れてはいけない　あの日のこと
●町民ひろば
●MOSAIC PLAZA 知る･募る･語る
●元気講座
　糖尿病、自分には無関係と
　言い切れますか？

●元気ガイド
●こちら消費生活相談室です
●図書館通信
●各種相談
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ゲートボールは
健康のバロメーター!!
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命を救う !

９月９日は
何の日・・・？
8.6分の間にできること
救急車の平均到着時間は 8.6

分といわれています。心停止

から１分ごとに、救命率は７

～ 10％下がります。その間

に、あなたにできることがあ

ります。

一般市民のかたによる迅速な

救急通報、迅速な救急蘇生(心

肺蘇生や軌道異物除去など )

は、救急隊や医療機関での処

置と比べて、心停止患者の救

命、社会復帰に、より大きく

貢献するといわれています。

自分の大切な家族、友人、そ

して隣人が突然倒れたとき、

勇気を持って覚えていること

を実施してあげてください。
(平成 27年度版救急救助の現況より )

　みなさん、９月９日は何の日か知っていますか?
　９(きゅう)と９(きゅう)で「きゅうきゅう(救急)の日」です。
　「救急の日」は、救急業務および救急医療に対してみなさ
んの理解と認識を深めていただくとともに、救急医療関係
者の意識の高揚を図ることを目的に昭和57年に定められ
ました。以来、毎年９月９日を「救急の日」とし、この日を含
む１週間を「救急医療週間」(本年は９月４日から10日)と
して、全国的に様々な行事が実施されています。

みんな離れて!!
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普段通りの呼吸がなければ
ただちに胸骨圧迫

（心臓マッサージ）を開始！

強く…胸が約5cm沈むように圧迫

早く…1分間に100～120回のテンポ

絶え間なく…中断は最小限に

人工呼吸が
できる場合は、
気道を確保して
人工呼吸を行う

AEDが
到着

電電源源をを入入れて
（ふたを開けると電源が入る機種もあります）

電極パッドを装着着しし、音音声ガイイドドにに従ってください。
どどななたににももも簡簡簡単単単ににに扱扱扱ええまますす。

心停止（呼吸が止まっている）か
自信がもてない場合は…

ただちに胸骨圧迫（心臓マッ
サージ）を開始しましょう。

人工呼吸ができなかったり、
ためらわれる場合は…

胸骨圧迫（心臓マッサージ）だ
けを続けてください。

除細動ボタンを押すときは…

「みんな離れて」と声を出し、手振りも
使って離れるように指示します。

AEDのメンテナンスを日頃から行いましょう！
AEDの電極パッドやバッテリー等には期限があります。

電電気気ショッックク後後たただちちにに
胸胸骨骨圧圧迫迫（（心心心臓臓臓マママッッッサササーージジ）をを

再開します。
心心心肺肺肺蘇生とAEDの手順順順をを
繰繰繰り返し続けてくださいいい。

②胸骨圧迫（心臓マッササーージジ）300回ににに
人人工呼呼吸2回の割割割合合で

①気道の確保

※AEDは、心停止した心臓に
電気ショック（除細動）を与え、    
心臓の拍動を正常に戻す

救命器具です。

大声で119番と
AED※の手配

119番通報すれば、
行うべきことを指導

してくれます。

救急車を
呼んでんん ください!!
AEDを持って
きてください!!

上牧町内AED設置場所一覧 出典：日本医師会

番号 設置施設名 担当部署 施設の所在地 機器の設置箇所 電話番号 貸出の可否
1 上牧町役場 総務課 上牧町大字上牧3350番地 1F住民課受付付近 0745-76-1001 可　※24時間対応

2 上牧町中央公民館 社会教育課 上牧町大字上牧3241番地 事務所内 0745-76-3610 可　※開館時対応

3 上牧町保健福祉センター 生き活き対策課 上牧町大字上牧3245番地1 1F生き活き対策課受付付近 0745-79-2020 可　※開館時対応

4 上牧町立第1体育館 社会教育課 上牧町大字上牧1750番地 事務所内 0745-78-0118 可　※開館時対応

5 上牧小学校 教育総務課 上牧町大字上牧1866番地 職員室 0745-77-2200 可　※開校時対応

6 上牧第二小学校 教育総務課 上牧町片岡台3丁目2番地 職員来客用玄関 0745-73-1484 可　※開校時対応

7 上牧第三小学校 教育総務課 上牧町大字上牧3100番地 職員室 0745-79-2310 可　※開校時対応

8 上牧中学校 教育総務課 上牧町大字上牧3349番地 職員室 0745-76-5479 可　※開校時対応

9 上牧第二中学校 教育総務課 上牧町大字下牧35番地 職員室 0745-72-3700 可　※開校時対応

10 上牧幼稚園 教育総務課 上牧町桜ヶ丘3丁目34番地 職員来客用玄関 0745-32-0700 可　※開校時対応

11 片岡台出張所 住民課 上牧町片岡台1丁目6番11号 事務所内 0745-73-5501 可　※開館時対応

12 上牧第二体育館 社会教育課 上牧町桜ケ丘3丁目12番3号 事務所内 0745-73-8896 可　※開館時対応

13 上牧町立文化館 社会教育課 上牧町大字上牧3892番地 事務所内 0745-76-4050 可　※開館時対応

14 松里園公民館 社会教育課 上牧町松里園1丁目11番11号 事務所受付付近 0745-76-8550 可　※開館時対応

15 上牧町立第１保育所 福祉課 上牧町大字上牧4517番地 事務所受付付近 0745-76-1000 可　※開館時対応

16 上牧小学校学童保育所 福祉課 上牧町大字上牧1876番1 保育室内 0745-77-1550 可　※開館時対応

特集



（上牧小学校）（上牧第二小学校）
（上牧第三小学校）

（上牧幼稚園） （上牧第1保育所）
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忘れてはいけない
　あの日のことを・・・
　戦争を知らない世代の子どもたちに、戦争のおそろしさ、
　平和のありがたさを語り継いでいくことの大切さを・・・

　８月８日、９日に、上牧町内小学校と上牧第１保育所で、平和と戦争についての勉強
会 ( お話し会 ) が行われ、上牧町シルバークラブ、民生児童委員のみなさんが語り部と
なって体験談や紙芝居など、戦争についてのお話しをされ、「戦争の恐ろしさ、平和の
大切さ」を学びました。上牧幼稚園でも毎年、園児が作った折り鶴を、広島と長崎に送っ
ています。「続けることが大事」だと、今年で27回目となりました。

「滑走路に石を積むのが毎日の授業だっ
た」、「竹やりを作ってかまえる、突く
練習をした」など、体験されたことを
話されました。（上牧小学校）

自らの体験をもとに、機銃掃射の弾を
使って詳しく説明され、子どもたちは
話しに引き付けられていました。（上牧
第二小学校）

戦争体験をはじめ、戦争の悲惨さ、平
和の大切さを語り部となって話されま
した。（上牧第三小学校）

園児のみんながおうちの人と一緒に作っ
た折り鶴、みんなの思いが千羽鶴となり、
広島と長崎に送るため、代表の園児から
園長先生に手渡されました。（上牧幼稚園）

被爆アオギリ二世
被爆したアオギリを実生と挿し木の方
法で育てられた木のうちの１本。平成
16年７月、広島市より寄贈されました。
（ペガサスホール正面玄関横）

民生児童委員のかたからのお話しを聞
く前に、みんなで追悼の意を込め黙と
うをしました。（上牧第1保育所）

特集
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町民町民
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

Chomin Hiroba

　
長
年
の
少
年
非
行
防
止
や
健
全
育
成
の

取
り
組
み
に
対
し
、
奈
良
県
警
察
本
部
長

お
よ
び
奈
良
県
青
少
年
補
導
員
協
会
連
合

会
会
長
か
ら
６
月
29
日
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
上
牧
地
区
補
導
員
の
み
な
さ
ん(
現
在

４
名)

は
毎
月
第
３
金
曜
日
に
、
少
年
サ

ポ
ー
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ
と
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
・

巡
視
を
さ
れ
、
ま
た
、
商
業
施
設
な
ど
で

も
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
牧
地
区
長
の
辰
谷
直
子
さ
ん
は
、「
多

く
の
か
た
に
補
導
員
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
い
、
各
方
面
の
か
た
と
の
連
携
を
取
り

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
や
人
命
救
助
の
際
の
即
時
対
応
力

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
と
操
作
を
行
う
た
め
の
、
毎
年

恒
例
の
消
防
団
夜
間
訓
練(

午
後
８
時
か

ら)

が
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
西
和
消
防
署
の
協
力
の

も
と
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
放
水
訓
練
の
ほ

か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た
た
ち
の
生
活

介
護
、
そ
し
て
就
労
を
目
指
す
人
た
ち
の

就
労
支
援
を
行
い
、
そ
の
知
識
や
能
力
の

向
上
の
た
め
の
必
要
な
訓
練
を
行
う
支
援

施
設
「
上
牧
町
福
祉
作
業
所
」
が
こ
の
ほ

ど
落
成
し
、
８
月
２
日
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
さ
ら
に
安
心
で
快
適
な
地

域
に
根
ざ
し
た
福
祉
の
拠
点
と
し
て
利
用

者
の
か
た
も
含
め
、
多
く
の
地
域
の
み
な

さ
ん
に
気
軽
に
の
ぞ
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
、
地
域
交
流
の
場
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

人
命
救
助
の
力
を
養
う

心
肺
蘇
生
訓
練
　

　
　
　
ー
上
牧
町
消
防
団
ー

　
８
月
８
日
、
上
牧
町
議
会
議
場
で
子
ど

も
議
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
中
学
生
12
人

が
子
ど
も
議
員
と
な
り
、
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、自
分
の

住
む
町
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、子
ど

も
の
視
点
か
ら
の
町
政
に
対
す
る
要
望
や

質
問
を
す
る
機
会
で
も
あ
り
、様
々
な
分

野
に
つ
い
て
、緊
張
す
る
こ
と
な
く
立
派

に
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
今
中
町
長
は
、「
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
ご

意
見
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

　

長
年
の
活
動
に
感
謝

 

ー
西
和
警
察
署
少
年
補
導
員
協
会
上
牧
地
区
―

住
み
よ
い
上
牧
町
に

　
　
ー
上
牧
町
子
ど
も
議
会
ー

放水訓練の様子
（健民グラウンド）

心肺蘇生訓練の様子

感謝状の受賞を今中町長に報告する補導員
のみなさん

落成式でのテープカット

子ども議員のみなさん（上牧町議会議場）

ふ
れ
あ
い
と
生
活
介
護
と

就
労
支
援
の
拠
点
新
し
く

　
　
　
ー
上
牧
町
福
祉
作
業
所
ー
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め
ざ
せ
!!

　
全
国
大
会

 

―
上
牧
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
テ
ニ
ス
部
―

　
７
月
に
行
わ
れ
た
奈
良
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
に
お
い
て
、上
牧
中
学
校
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
優
勝
、テ
ニ
ス

部(

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス)

が

ベ
ス
ト
８
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
、和
歌
山
で
行
わ
れ
る
近
畿
大
会
へ
の

出
場
が
決
定
。「
絶
対
負
け
な
い
！
」と
い

う
闘
志
を
胸
に
、全
国
大
会
目
指
し
、力
強

く
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
44
回
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

日
本
選
手
権
大
会
出
場
決
定

ネ
ッ
ト
社
会

便
利
が
ゆ
え
の
恐
ろ
し
さ

不
審
者
対
応
研
修
会
＆

校
内
生
徒
指
導
研
修
会

　
８
月
19
日
、西
和
警
察
署
の
協
力
の
も

と
、町
内
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
指
導
部
の

教
職
員
が
上
牧
第
三
小
学
校
で
不
審
者
に

対
応
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。訓
練
で

は
、保
護
者
を
装
っ
た
不
審
者
が
、「
子
ど

も
の
忘
れ
物
を
持
っ
て
き
た
」と
校
内
に

侵
入
し
た
こ
と
を
想
定
。駆
け
つ
け
た
教

職
員
が
協
力
し
、さ
す
ま
た
を
使
用
す
る

な
ど
を
し
て
対
応
。

　
訓
練
を
ふ
り
返
り
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
お

り
に
は
い
か
ず
、実
際
に
や
ら
な
い
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
、感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
一
般
財
団
法
人
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
中

学
硬
式
野
球
協
会
開
催
の
ミ
ズ
ノ
杯
第
45

回
日
本
選
手
権
関
西
大
会
が
６
月
26
日

に
行
わ
れ
、
上
牧
中
学
校
２
年
生
の
遠
山

虎
太
郎
さ
ん
、
山
下
創
さ
ん
が
所
属
す
る

柏
原
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
が
準
優
勝
を

し
、
日
本
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
定
。
今
中
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　
今
中
町
長
は
、「
勉
強
も
大
事
だ
け
ど
、

今
は
野
球
を
頑
張
っ
て
、
精
神
力
、
忍
耐

力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　
８
月
10
日
、
第
13
回
目
を
迎
え
る
奈
良

県
市
町
村
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
活
動
推

進
本
部
連
絡
協
議
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
は
、「
ネ
ッ
ト
社
会
　
拡
大
す
る
人

権
侵
害
の
今
を
斬
る
!!

　
〜
人
と
人
と
の

豊
か
な
つ
な
が
り
を
求
め
て
〜
」と
題
し
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

年
々
加
速
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に

つ
い
て
の
現
状
、取
り
組
み
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

テニス選手の2人

女子バスケットボール
選手のみなさん

遠山虎太郎さん（左端）と山下創さん

パネルディスカッション（ペガサスホール）

  不審者を取り押さえる訓練をする教職員たち
  (写真提供　西和警察署)
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モ
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知る･募る･語る
文
化
協
会
作
品
発
表
会

　
上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
中
央
公
民
館
　

◎
９
月
23
日(

金)

ま
で

・
春
陽
筆
ペ
ン
レ
ッ
ス
ン(

展
示
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー)

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
水
曜
日(

陳
列

　
ケ
ー
ス)

◎
9
月
23
日(

金)

か
ら
10
月
21
日(

金)

　
ま
で

・
油
絵
サ
ン
デ
ー
パ
レ
ッ
ト(

展
示
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー)

・
山
領
友
禅
染
ク
ラ
ブ(

陳
列
ケ
ー
ス)

★
役
　
場
　

◎
８
月
29
日(

月)

か
ら
10
月
21
日(

金)

　
ま
で

・
油
絵
ア
ト
リ
エ
28

　
各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
は
中
央
公
民
館
ま
で
。

▼
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　

　
　
　
　
　
☎
76
―
３
６
１
０

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
お
よ
び
介
護
保
険
料(

第
３
期)

の

納
期
月
で
す
。

※
納
期
限
は
９
月
30
日(

金)

で
す
。

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　
町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な

さ
ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
る
「
自
主
納
付
」
が
基
本
で
す
。
納

付
に
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所(

納

付
書
に
記
載)
で
納
め
る
方
法
と
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に
は

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印

　
鑑
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
完
了
ま
で
、
３
週
間
以
上
必
要

　
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
替
日
　
各
納
期
限
月
の
末
日(

末
日

　
が
休
日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
、
翌
営
業

　
日
）

▼
問
合
先
　
徴
収
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番

町
議
会
は
９
月
５
日
か
ら

　
第
３
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月

５
日(

月)

の
午
前
10
時
か
ら
開
会
し
ま

す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、９
月
１
日(

木)

午
前
10
時
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決

ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
３
０
４
番

歴
史
を
学
ぶ
講
座
開
講

　
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
の

歴
史
に
つ
い
て
、
第
4
回
の
講
座
を
開
講

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
9
月
15
日
（
木
）　
午
後
２

　
時
か
ら
２
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ
　
役
場
　
地
下
大
会
議
室

▼
内
　
容

　
演
題
　「
天
皇
の
復
権
・
大
化
の
改
新
」

▼
講
　
師
　
金
井
貴
一
さ
ん（
作
家
・
桜
ヶ

　
丘
在
住
）

▼
対
　
象
　
町
内
在
住
の
か
た

▼
定
　
員
　
先
着
20
名

▼
費
　
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
９
月
５
日
（
月
）
か
ら
13

　
日
（
火
）
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
受
付
可
。

▼
問
合
先
　
社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
５
１
６
番

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
76
―
１
１
９
９

第
26
回
　

奈
良
矯
正
展
開
催

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
奈
良
少
年
刑
務
所
の
一
部
を
開

放
し
、
矯
正
施
設(

刑
務
所
・
少
年
院
・

少
年
鑑
別
所)

の
教
育
・
職
業
訓
練
の
紹

介
な
ど
、
地
域
社
会
の
人
々
に
、
広
く
矯

正
行
政
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

　
９
月
10
日(

土)

午
前
9
時
30
分
か
ら

　
午
後
４
時
ま
で

　
９
月
11
日(

日)

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
午
後
２
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
奈
良
少
年
刑
務
所
　
構
内

▼ 

内
　
容
　
施
設
見
学(

時
間
制
限
有)

・

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売
・
教
育

内
容
、
職
業
訓
練
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
紹

介
・
受
刑
者
の
書
、
絵
画
な
ど
の
文
芸

作
品
の
展
示
・
職
員
に
よ
る
性
格
検
査

の
体
験
実
施
な
ど

▼
問
合
先
　
奈
良
少
年
刑
務
所
　

　
奈
良
市
般
若
寺
町
18
番
地

　
☎
０
７
４
２
―
22
―
４
９
６
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
２
―
20
―
３
０
８
４

明
日
香
養
護
学
校

第
２
回
体
験
学
習(

小
学
部)

　
奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
29
年
度
入
学(

転
入
学)

を
希
望
す
る

障
害
の
あ
る
幼
児
、
児
童
と
そ
の
保
護
者

に
対
し
て
、
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て

の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
奈
良
県
内
全
域
を
対
象
に
、
訪

問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。障
害
が
重
い
、

病
気
な
ど
健
康
上
の
理
由
、
あ
る
い
は
家

庭
の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ
と

の
困
難
な
児
童
の
家
庭
に
教
員
が
訪
問
し

て
行
う
教
育
で
す
。

▼ 

と
　
き
　
10
月
17
日(

月)

午
前
９
時

20
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で(

給
食
の
試

食
を
行
い
ま
す)

▼
と
こ
ろ
　
奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

▼
対
象
者
　

☆
肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
、
児
童
と

　
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

☆
訪
問
教
育
体
験
を
希
望
さ
れ
る
幼
児
、

　
児
童
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

※
当
日
、
参
加
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
　
10
月
５
日(

水)

ま
で

▼
問
合
先
　
奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　(

蒲
生
ま
で)

　
高
市
郡
明
日
香
村
川

　
原
４
１
０

　
☎
０
７
４
４
―
54
―
３
３
８
０

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習

お
よ
び
定
期
講
習
の
案
内

　
患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す
る
乗
務

員
の
か
た
に
必
要
な
応
急
手
当
に
関
す
る

知
識
お
よ
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
た

「
患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講
習
」
と
、

そ
の
知
識
お
よ
び
技
能
を
適
正
に
維
持
管

理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
患
者
等
搬

送
乗
務
員
定
期
講
習
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
基
礎
講
習
】(

２
日
間
の
受
講
が
必
要)

▼
と
　
き
　
11
月
５
日(

土)

・
６
日(

日)

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
奈
良
県
消
防
学
校

　
　
　
　(

宇
陀
市
榛
原
下
井
足
17
―
２)

※
は
じ
め
て
受
講
さ
れ
る
か
た
、
ま
た
は

　
資
格
期
限
切
れ
の
か
た

【
定
期
講
習
】(

両
日
と
も
定
員
50
名)

▼
と
き
・
と
こ
ろ

☆
11
月
10
日(

木)

午
前
９
時
か
ら
12
時

　
ま
で
・
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク(

橿
原

　
市
東
竹
田
町
２
２
４
―
１)

☆
11
月
11
日(

金)

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
４
時
30
分
ま
で
・
奈
良
市
防
災
セ
ン
　

　
タ
ー(

奈
良
市
八
条
５
―
４
０
４
―
１)

※ 

平
成
26
年
度
以
降
に
基
礎
講
習
ま
た
は

定
期
講
習
を
受
講
さ
れ
た
か
た
が
対

象
。
２
年
以
内
に
１
回
以
上
受
講
す
る

こ
と
で
資
格
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

※
期
限
切
れ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
　
10
月
３
日(

月)

か
ら
19

　
日(

水)

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
き
り
ま
す
。

▼
対
象
者

①
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
の
認

　
定
を
受
け
て
い
る
患
者
等
搬
送
事
業
所

　
の
従
業
員

②
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
に
患

　
者
等
搬
送
事
業
所
と
し
て
の
認
定
申
請

　
を
予
定
し
て
い
る
か
た
お
よ
び
そ
の
従

　
業
員

▼
受
講
料
　
無
料(

テ
キ
ス
ト
代
別)

▼
申
込
方
法
　
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た

　
写
真(

脱
帽
、
正
面
、
上
半
身
、
横
2.5

　
㎝
×
縦
３
㎝)
を
２
枚
持
参
し
、
最
寄

　
り
の
消
防
署(

奈
良
市
、
生
駒
市
を
除

　
く)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
　
西

　
和
消
防
署
　
☎
73
―
１
０
０
１

西
和
養
護
学
校

教
育
相
談
・
体
験
学
習
実
施

　
奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校
で
は
、
小
学

部
・
中
学
部
・
高
等
部
に
お
い
て
、
知
的

障
害
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生
徒
の
保
護
者

の
か
た
に
対
し
、
就
学
・
教
育
相
談
、
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼ 

問
合
先
　
奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

(

窓
口
　
教
頭)

　
☎
73
―
２
１
１
１

秋
の
交
通
安
全
運
動

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト

　
９
月
21
日(

水)

か
ら
30
日(

金)

ま

で
の
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
本
町
で
も
各
関
係
機
関
、
団
体
の

協
力
を
得
て
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
職
場
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
交
通
事
故
に
対
す
る
注

意
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。
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確
保
の
た
め
に
も
屋
外
広
告
物
の
定
期
的

な
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
２
３
４
番

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
め
で
と
う

　
米
寿
の
か
た
を
迎
え
、
敬
愛
長
寿
を
願

い
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
19
日(

月
・
祝)

午
前

　
９
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

▼
内
　
容
　
町
内
在
住
の
昭
和
３
年
生
ま

　
れ
の
米
寿
の
か
た
に
記
念
品
を
贈
り
ま

　
す
。

※
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご

　
持
参
く
だ
さ
い
。

※
式
典
終
了
後
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連

　
合
会
主
催
に
よ
る
「
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発

　
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課
　
　
　
　

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
、肺

炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
予

防
し
重
症
化
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
助

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間
」

に
お
け
る
啓
発
活
動
に
つ
い
て

　
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
「
屋
外
広
告

物
適
正
化
月
間
」
と
定
め
、
良
好
な
景
観

形
成
の
一
環
と
し
て
、
違
反
広
告
物
の
是

正
活
動
や
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
制
度
啓
発
等
及
び
安
全
管
理
の
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
奈
良
県
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺
産
と
一

体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
美
し
い
景
観
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
取
組
を
連
携
し
て
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

①
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
屋
外
広
告

　
物
の
追
放

②
屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
及
び
屋
外
広

　
告
物
制
度
の
周
知
・
啓
発

③
屋
外
広
告
物
の
掲
出
に
際
す
る
安
全
管          

　
理
の
徹
底

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
場
合

は
市
町
村
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。ま
た
、

屋
外
広
告
業
を
営
む
場
合
は
奈
良
県
知
事

(

奈
良
市
内
の
場
合
は
奈
良
市
長)

の
登

録
が
必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
設
置
の
際

は
、
必
ず
登
録
事
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
近
年
、
屋
外
広
告
物
が
原
因
と

な
る
事
故
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
安
全

成
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
接
種
期
間
　
翌
年
３
月
31
日
（
金
）ま

　
で

▼ 

接
種
方
法
　
①
生
き
活
き
対
策
課
窓
口

に
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
な
ど
必
要
書
類
を
渡
し
ま
す
。

②
必
要
書
類
を
受
け
取
っ
て
か
ら
医
療
機

　
関
へ
予
約
を
し
て
、必
要
書
類
及
び
健

　
康
保
険
証
を
持
参
し
て
接
種
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
。

◎
定
期
接
種

▼
対
象
者
：
①
今
年
度
65
、70
、80
、85
、90
、

　
95
、100
歳
に
な
る
か
た

② 

接
種
日
に
60
歳
か
ら
64
歳
で
心
臓
、腎

臓
、呼
吸
器
、免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す

る
か
た

※
た
だ
し
①
・
②
と
も
に
、過
去
に
ニ
ュ
ー

　
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
（
23
価
肺
炎
球
菌
莢

　
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）の

　 

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
た
は
任

意
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
費
　
用
　
１
回
の
み
　
４
，０
０
０
円

　（
生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
無
料
）

◎
任
意
接
種

　
定
期
予
防
接
種
の
対
象
外
の
か
た
で
も

　
任
意
予
防
接
種
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　

① 

上
牧
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
満
65
歳
以

上
の
か
た

②
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
５
年
以

　
上
経
過
し
て
い
る
か
た

▼
助
成
額
　
１
回
の
み
　
４
，０
９
０
円

　（
生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
８
，０
９
０

　
円
を
上
限
に
助
成
）

※
詳
し
く
は
生
き
活
き
対
策
課
ま
で
お
問

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

　
ご
覧
く
だ
さ
い
）

な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

▼
と
　
き
　
10
月
23
日
（
日
）
午
後
0
時

　
30
分
か
ら
４
時
ま
で
（
予
定
）

▼
と
こ
ろ
　
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　（
橿
原
市
小
房
町
11
ー
５
）　

▼
内
　
容
　

①
歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
お
よ

　
び
個
人
の
顕
彰

②
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

③
フ
ッ
化
物
塗
布

④
講
演
：
県
民
公
開
講
座
　

　
講
師
：
野
村
忠
宏
さ
ん(

柔
道
家
）

⑤
そ
の
他
歯
科
保
健
の
啓
発
に
関
す
る
こ

　
と

※
フ
ッ
化
物
塗
布
・
お
も
し
ろ
実
験
は
申

　
込
必
要
。

・
フ
ッ
化
物
塗
布
（
満
３
歳
か
ら
12
歳
児

　
対
象
先
着
２
０
０
名
　
午
後
１
時
か
ら

　
３
時
ま
で
）

・
お
も
し
ろ
実
験
（
満
７
歳
か
ら
12
歳
児
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

MOSAIC PLAZA

　
対
象
先
着
50
名
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
２
時
30
分
ま
で
）

▼
申
込
方
法
　
１
名
に
つ
き
１
枚
の
「
往

　
復
は
が
き
」
で
住
所
・
電
話
番
号
・
お

　
子
さ
ん
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入
。
１
名

　
で
「
フ
ッ
化
物
塗
布
」
と
「
お
も
し
ろ

　
実
験
」
の
両
方
を
申
し
込
む
場
合
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
別
の
往
復
は
が
き
を
ご
使
用

　
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間
　
９
月
８
日(

木)

か
ら
23

　
日
（
金
）
ま
で

※
10
月
中
旬
ま
で
に
採
否
の
返
信
を
し
ま

　
す
。

▼
申
込
先
　
〒
６
３
０
―
８
０
０
２
　
奈

　
良
市
二
条
町
２
―
９
―
２
　
奈
良
県
歯

　
科
医
師
会
　
な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

　
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
フ
ッ
化
物
塗

　
布
」
係
ま
た
は
「
お
も
し
ろ
実
験
」
係

　
宛

▼
問
合
先
　
奈
良
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

　
☎
０
７
４
２
―
33
ー
０
８
６
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
４
２
―
34
―
１
２
７
９

平
成
28
年
度
　

２
つ
の
給
付
金
の
ご
案
内

　
本
年
度
は
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」と「
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
の
給
付

金
」
の
２
つ
の
給
付
金
を
実
施
し
ま
す
。

２
つ
の
給
付
金
ど
ち
ら
の
要
件
に
も
該
当

す
る
か
た
は
、
両
方
の
給
付
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

◆
支
給
対
象
者
　
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

　
ま
る
か
た
が
支
給
対
象
者
で
す
。

・
本
年
度
分
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課

　
税
さ
れ
て
い
な
い
か
た

・
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

　
る
か
た
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

　
か
た

・
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
か
た

◆
支
給
金
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
３
，
０
０
０
円

※
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◆
提
出
書
類
　
申
請
書
・
本
人
確
認
書
類

　（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）　

　
の
写
し
・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書

　
類(

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド)

の

　
写
し

※
申
請
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
昨
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
上
牧
町
で

　
申
請
さ
れ
、
本
給
付
金
に
お
い
て
も
同

　
口
座
を
指
定
の
場
合
は
、
指
定
口
座
確

　
認
書
類
の
写
し
は
不
要
で
す
。

◎
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

　
け
の
給
付
金

◆
支
給
対
象
者
　
本
年
度
臨
時
福
祉
給
付

　
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年

　
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

　
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
か
た

※
高
齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

　
時
福
祉
給
付
金
（
本
年
４
月
28
日
か
ら

　
７
月
29
日
に
実
施
）
を
受
給
し
た
か
た

　
は
対
象
外
で
す
。

◆
支
給
金
額
　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

　
３
０
，
０
０
０
円

※
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

◆
提
出
書
類
　
申
請
書
・
本
人
確
認
書
類

　（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）　

　
の
写
し
・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書

　
類
（
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）
の

　
写
し
・
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎

　
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
確
認
書

　
類
の
写
し

※
申
請
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
昨
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
を
上
牧
町
で

　
申
請
さ
れ
、
本
給
付
金
に
お
い
て
も
同

　
口
座
を
指
定
の
場
合
は
、
指
定
口
座
確

　
認
書
類
の
写
し
は
不
要
で
す
。

※
役
場
か
ら
申
請
書
が
届
い
た
か
た
は
、

　
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎
年
金
・

　
遺
族
基
礎
年
金
等
の
受
給
確
認
書
類
の

　
写
し
は
不
要
で
す
。

◎
２
つ
の
給
付
金
に
つ
い
て

◆
手
続
き
　
９
月
下
旬
に
支
給
対
象
と
な

　
る
可
能
性
の
あ
る
か
た
に
申
請
書
を
送

　
付
し
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

　
え
て
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
て
申
請
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
が
届
か
な
い
か
た
で
、
該
当
の

　
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
先
は
、
本
年
１
月
１
日
時
点
で
、

住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
で
す
。
申

請
方
法
は
市
区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

◆
支
給
方
法
　
申
請
書
記
載
の
指
定
口
座

　
に
入
金
し
ま
す
。

※
10
月
下
旬
よ
り
順
次
支
給
を
開
始
す
る

　
予
定
で
す
の
で
、
指
定
口
座
の
通
帳
記

　
帳
に
よ
り
確
認
お
願
い
し
ま
す
。（
振

　
込
通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
）

※
受
付
後
の
審
査
に
よ
り
支
給
で
き
な
い

　
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
不
支

　
給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◆
申
請
期
間
　
９
月
26
日(

月
）
か
ら
翌

　
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

◆
申
請
・
問
合
先
　
役
場
１
階
　
臨
時
福

　
祉
給
付
金
窓
口（
３
番
窓
口
福
祉
課
隣
）

　
☎
76
―
４
８
０
０
　

　
☎
76
―
４
８
０
１

★
給
付
を
装
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
給
付
金
の
支
給
に
当
た
り
、
上
牧
町

や
厚
生
労
働
省
な
ど
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
手
数
料
の
振
込

み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
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上
牧
町
で
は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
の
運

用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
総
務
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
２
４
０
番

　
上
牧
町
で
は
、
情
報
公
開
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
運
用
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
総
務
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
２
４
０
番

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　
上
牧
町
が
保
有
す
る
公
共
施
設
等
に
つ

い
て
全
体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な

視
点
を
も
っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
た
め
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
上
牧

町
の
公
共
施
設
等
に
関
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
と
　
き
　
９
月
１
日(

木
）
か
ら
16
日

　(

金
）
ま
で

▼
対
象
者
　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
18
歳
以

　
上
の
か
た
を
無
作
為
に
抽
出
し
た
町
民

　
２
，
０
０
０
人

▼
問
合
先
　
総
務
課
　

　
☎
役
場
内
線
２
０
９
番
・
２
１
０
番

一
閑
張
竹
の
一
輪
ざ
し

講
習
会
開
催

　
竹
に
和
紙
を
貼
り
、
柿
渋
を
塗
り
重
ね

ま
す
。
月
日
が
経
つ
ほ
ど
に
色
が
濃
く
な

り
ま
す
。
す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
て
い

ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
26
日(
月)
・
27
日(

火)

　
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
頃
ま
で

※
２
日
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指

　
導
室

▼
定
　
員
　
先
着
20
名

▼
参
加
費
　
３
０
０
円

▼
持
ち
物
　
ピ
ン
セ
ッ
ト

▼
申
込
方
法
　
９
月
７
日(

水)

午
前
８

　
時
30
分
か
ら
、
生
き
活
き
対
策
課
窓
口

　
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

か
も
き
み
の
湯

敬
老
週
間
実
施

　
か
も
き
み
の
湯
で
は
敬
老
の
日
に
無
料

入
浴
券
を
配
布
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
９
月
19
日(

月
）
午
前
10
時

　
か
ら
午
後
11
時
ま
で
（
最
終
入
浴
受
付

　
時
間
　
午
後
10
時
）

▼
対
象
者
　
当
日
券
、
回
数
券
で
か
も
き

　
み
の
湯
を
ご
利
用
の
65
歳
以
上
の
か
た

個
人
情
報
の
運
用
状
況

１ 公文書開示請求の件数及び処理の状況 （単位　件）

実施機関
開示請求
件　　数

処　　理　　の　　状　　況
取下げ

開示 一部開示 非開示 却下 処理中
町　　長 5 3 2 0 0 0 0
議　　会 0 0 0 0 0 0 0

教 育 委 員 会 1 1 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0
監 査 委 員 0 0 0 0 0 0 0
農 業 委 員 会 0 0 0 0 0 0 0

固定資産評価審査委員会 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 0 0 0 0 0 0 0
合　　計 6 4 2 0 0 0 0

１　個人情報を取り扱う事務の届出状況及び開示請求等の処理状況 （単位　件）

実施機関 事務届出
件      数

開示請求
件      数

処　　理　　の　　状　　況
取下げ 目的外利用

の状況開示 一部開示 非開示 処理中
町 　 　 長2 4 30 0 0 0 0 0 8
議 　 　 会4 0 0 0 0 0 0 0

教 育 委 員 会 5 60 0 0 0 0 0 0
選挙管理委員会 1 5 0 0 0 0 0 0 1
監 査 委 員 1 0 0 0 0 0 0 0
農 業 委 員 会 6 0 0 0 0 0 0 0
固定資産評価審査委員会 1 0 0 0 0 0 0 0
水道事業管理者 1 7 0 0 0 0 0 0 0

合 　 　 計3 4 30 0 0 0 0 0 9

２不服申立ての件数及び処理の状況 （単位　件）
不服申立て
件数

処　　理　　の　　状　　況 取下げ 審査中却下 棄却 一部認容 認容 計
0 0 0 0 0 0 0 0

２　個人情報 (自己情報 )の訂正、削除及び利用等の中止の請求状況並びに不服申立て状況（単位　件）
訂 正 請 求 件 数 0
削 除 請 求 件 数 0
利 用 等 中 止 請 求 件 数 0
不 服 申 立 て 件 数 0

合　　計 0

情
報
公
開
の
運
用
状
況
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

MOSAIC PLAZA

　（
昭
和
26
年
以
前
の
生
ま
れ
の
か
た
）

▼
実
施
内
容
　
次
回
の
無
料
入
浴
券
を
お

　
渡
し
し
ま
す
の
で
、
後
日
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。(
当
日
利
用
不
可
）

▼ 

実
施
方
法
　
１
階
受
付
で
対
象
者
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の(

運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
当
日
入

浴
券
か
回
数
券
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ピ
ー
類
不
可
。
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の

　
併
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
か
も
き
み
の
湯

　
　
　
　
　
☎
66
―
２
６
４
１

高
齢
者
体
力
測
定

参
加
者
募
集

　
健
康
上
牧
21
計
画
高
齢
グ
ル
ー
プ
で

は
、高
齢
者
の
体
力
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

自
分
の
体
力
が
年
齢
相
応
の
数
値
か
、
機

能
的
に
ど
の
部
位
が
優
れ
、
弱
い
か
判
断

で
き
ま
す
の
で
、多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
10
月
４
日(

火
）
午
後
１
時

　
30
分
か
ら(

雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的

　
室
・
中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
測
定
種
目
　
握
力
・
長
座
体
前
屈
・
上

　
体
起
こ
し
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ
障

　
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

▼
申
込
方
法
　
９
月
21
日(

水)
ま
で
に
、

　
生
き
活
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か

　
た
は
、
地
区
ク
ラ
ブ
会
長
に
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

※ 

昨
年
参
加
さ
れ
た
体
力
測
定
表
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
本
年
度
の
記
録
を
記
載

し
ま
す
の
で
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

地
域
体
操
教
室(

か
ん
ま
き
と

き
め
き
ク
ラ
ブ
）
新
設
１
か
所

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
身
近
な
地
域
で
の
体
操
教
室(

か
ん
ま

き
と
き
め
き
ク
ラ
ブ)

は
、
現
在
５
か
所

で
始
め
て
い
ま
す
が
、
９
月
か
ら
も
う
一

つ
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
と
　
き
　
９
月
27
日(

火)

か
ら
12
月

　
７
日(

水)

の
全
10
回
・
午
後
１
時
30

　
分
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
片
岡
台
２
丁
目
公
民
館

▼
内
　
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
・
お

　
手
玉
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
か
た
で
、
医
師

　
か
ら
運
動
の
制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
か

　
た
、
自
分
で
会
場
ま
で
来
ら
れ
る
か
た

▼
定
　
員
　
先
着
15
名

▼
申
込
方
法
　
９
月
６
日(

火)

午
前
８

　
時
30
分
か
ら
、
生
き
活
き
対
策
課
窓
口

　
で
受
付
し
ま
す
。
午
前
９
時
30
分
ま
で

　
に
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で

　
の
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他

　
の
地
域
の
教
室
で
定
員
に
達
し
て
い
な

　
い
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

募
　
集

募
　
集

虐待かもと思ったら、
189番へすぐに電話を!

「あなた」からの連絡が、こども
を虐待から守るための大きな
一歩となります。

児童虐待とは、

身体的虐待 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど

性的虐待 子どもへの性的虐待行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど

ネグレクト 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行かないなど

心理的虐待 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう(ドメスティック・バイオレンス：ＤＶ)など

児童相談所全国共通ダイヤル　　☎１８９番（２４時間対応） 
上牧町役場　福祉課　　　☎７６－１００１（役場内線146番）

ペガサスホール　9月の催しのご案内 

大
ホール

日 催し名 開会時刻 終了（予定） 入場方法 問合先

19日（祝） 上牧町敬老会 9 時 30 分 16 時 30 分 一般（無料）
生き活き対策課

☎ 79-2020

エント
ランス
ロビー

日 催し名 展示時間 入場方法 問合先

30日（金）～
10月2日（日） 第12回上牧洋画展

午前９時～午後５時
最終日は、午後３時まで 一般（無料）

サンデーパレット

☎ 090-5366-4763
（責任者　中島　嘉昭）

上牧町上牧３２４１　　☎ ７８－９９００　　FAX ７８－９９０９　　問合時間　午前９時～午後５時
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）　　年末・年始（12/29 ～ 1/5）
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上
牧
町
臨
時
職
員
募
集

　
次
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
内
容
　

《
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
》　
乳
幼
児
の
家

　
庭
訪
問
や
健
診
、
予
防
接
種
、
が
ん
検

　
診
な
ど
の
実
務
と
事
務

《
社
会
福
祉
士
》　
高
齢
者
の
総
合
相
談
、

　
権
利
擁
護
な
ど

▼
募
集
人
数
　

　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
　
１
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
　
　
２
名

▼
募
集
資
格
　

《
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
》
保
健
師
ま
た

　
は
看
護
師
の
資
格
を
持
つ
か
た

《
社
会
福
祉
士
》　
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

　
持
つ
か
た

▼
採
用
期
間
　
10
月
か
ら
（
勤
務
状
況
が

　
良
好
な
場
合
、
６
か
月
毎
の
期
間
で
更

　
新
有
）　

▼
賃
　
金
　
１
時
間
　
１
，
４
０
０
円

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
30
分

▼
申
込
方
法
　
履
歴
書(

写
真
貼
付)

に

　
記
入
の
う
え
、保
健
師
ま
た
は
看
護
師
、

　
社
会
福
祉
士
の
免
許
書
の
写
し
と
と
も

　
に
、
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
に
持
参
か

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課
　

　
〠
６
３
９
―
０
２
１
４
　
奈
良
県
北
葛

　
城
郡
上
牧
町
上
牧
３
２
４
５
―
１
　

　
☎
79
ー
２
０
２
０

上
牧
町
職
員
募
集

(

社
会
人
経
験
者
・
専
門
職)

　
上
牧
町
職
員(

一
般
行
政
職(

社
会
人

経
験
者
）・
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
幼

稚
園
教
諭)

採
用
試
験(

平
成
29
年
４
月

１
日
採
用
予
定)

を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数
　

　
一
般
行
政
職(

社
会
人
経
験
者)

　
若
干
名

   

保
育
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

　
幼
稚
園
教
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名

▼
受
験
資
格
　

《
一
般
行
政
職
》　
昭
和
52
年
4
月
２
日
か

　
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

　
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
、
民
間
企

　
業
な
ど
の
職
務
経
験
が
平
成
28
年
10
月

　
１
日
現
在
で
通
算
し
て
３
年
以
上
あ
る

　
か
た
。
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　
合
格
者
は
、
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
に

　
扱
い
ま
す
。

　
　
職
務
経
験
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

　
て
雇
用
形
態
が
正
社
員(

正
職
員)

で

　
あ
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
1
週
間
当
た

　
り
30
時
間
以
上
の
勤
務
を
し
て
い
る
場

　
合
は
、
正
社
員(

正
職
員)

と
同
程
度

　
の
職
務
経
験
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
ま

　
す
。
職
務
経
験
の
通
算
に
際
し
て
は
、

　
民
間
企
業
な
ど(

会
社
員
、団
体
職
員
、

　
公
務
員
な
ど
と
し
て
の
職
務
経
験
が
該

　
当
し
ま
す)

に
お
い
て
、
１
年
以
上
継

　
続
し
て
就
業
し
た
期
間
を
通
算
し
て
計

　
算
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

《
保
育
士
》　
保
育
士
資
格
を
持
つ
か
た
　

　
で
、
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
か
た

《
社
会
福
祉
士
》　
社
会
福
祉
士
資
格
を
持

　
つ
か
た
で
、
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
か
た

《
幼
稚
園
教
諭
》　
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

　
持
つ
か
た
で
、
昭
和
46
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
か
た

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
各
号
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
受
験
で
き
ま

　
せ
ん
。

※
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
国
籍
を

　
有
し
な
い
か
た
で
就
職
が
制
限
さ
れ
る

　
か
た
は
、
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
職
員
に
つ
い
て

　
は
、「
公
権
力
の
行
使
又
は
公
の
意
思

　
の
形
成
へ
の
参
画
に
携
わ
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
。」
と
す
る
公
務
員
に
関
す
る

　
基
本
原
則
に
基
づ
い
た
任
用
が
な
さ
れ

　
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
　
　
　
　
　
　

《
一
般
行
政
職
》　

★
第
１
次
試
験
　
一
般
教
養
試
験

　
10
月
16
日
（
日)

午
前
９
時
か
ら
11
時

　
30
分
ま
で(

受
付
　
午
前
８
時
30
分
か

　
ら
９
時
ま
で)

・
２
０
０
０
年
会
館
　

　
合
格
発
表
は
、
11
月
上
旬
に
合
否
に
か

　
か
わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
者
に
は
、
第
２
次
試
験
の
日
時
な

　
ど
の
通
知
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

★
第
２
次
試
験
　
論
文
試
験
・
適
性
検
査

　
11
月
中
旬
予
定
　

　
合
格
発
表
は
、
12
月
上
旬
に
合
否
に
か

　
か
わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
者
に
は
、
第
３
次
試
験
の
日
時
な

　
ど
の
通
知
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

★
第
３
次
試
験
　
面
接
試
験(

個
別)

　

　
12
月
中
旬
予
定
　

　
合
格
発
表
は
、
翌
年
１
月
上
旬
ま
で
に

　
合
否
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知

　
し
ま
す
。

《
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
幼
稚
園
教
諭
》

★
第
１
次
試
験
　
作
文
試
験
・
適
性
検
査

　(

職
種
ご
と
課
題
設
定)

　
10
月
16
日
（
日)

午
前
９
時
か
ら
11
時

　
30
分
ま
で(

受
付
　
午
前
８
時
30
分
か

　
ら
９
時
ま
で)

・
２
０
０
０
年
会
館
　

　
合
格
発
表
は
、
11
月
上
旬
に
合
否
に
か

　
か
わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
者
に
は
、
第
２
次
試
験
の
日
時
な
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ど
の
通
知
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

★
第
２
次
試
験
　
面
接
試
験(

個
別)

　

　
11
月
中
旬
予
定
　

　
合
格
発
表
は
、
12
月
上
旬
に
合
否
に
か

　
か
わ
ら
ず
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
書
類
　
上
牧
町
職
員
採
用
試
験
受

　
験
申
込
書
、
受
験
票
お
よ
び
採
用
試
験

　
要
項
は
、
政
策
調
整
課
人
事
係
で
交
付

　
し
ま
す
。

▼
交
付
期
間

《
一
般
行
政
職
》　
９
月
１
日(

木)

か
ら

　
23
日(

金)

ま
で
の
土
、
日
、
祝
日
を

　
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　
で
。

《
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
幼
稚
園
教
諭
》

　
９
月
１
日(

木)

か
ら
16
日(

金)

ま

　
で
の
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

　
ら
午
後
５
時
ま
で
。

※
受
験
申
込
書
、
受
験
票
お
よ
び
採
用
試

　
験
要
項
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
す
る
場
合
、
Ａ
４
版

　
の
白
紙
用
紙
に
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
　

（
１
）
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書
（
町
指
定
の
様
式
、
写
真

　
貼
付
）

②
受
験
票
（
町
指
定
の
様
式
、写
真
貼
付
）

※
①
、
②
に
貼
付
の
写
真
は
、
申
込
前
３

　
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
（
上
半
身

　
脱
帽
、
正
面
向
、
縦
４
㎝
横
３
㎝
、
貼

　
付
前
に
写
真
裏
面
に
氏
名
を
記
載
）

③
一
般
行
政
職
は
職
務
経
験
申
立
書
原
本

　(

町
指
定
様
式)

、
保
育
士
は
保
育
士

　
資
格
、
社
会
福
祉
士
は
社
会
福
祉
士
資

　
格
、
幼
稚
園
教
諭
は
幼
稚
園
教
諭
免
許

　
状
の
写
し

④
最
終
学
歴
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証

　
明
書

※
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者

　
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

　
格
証
明
書
（
文
部
科
学
省
に
よ
り
発
行

　
さ
れ
た
も
の
）

⑤
受
験
票
返
信
用
封
筒
　
長
形
３
号
封
筒

　
に
82
円
切
手
を
貼
付
し
、
宛
名
を
記
入

　
す
る
こ
と
。

※
こ
の
受
験
に
関
す
る
提
出
書
類
は
一
切

　
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
提
出
書
類

　
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ

　
い
て
は
、
今
回
の
採
用
試
験
実
施
の
た

　
め
に
の
み
用
い
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に

　
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

（
２
）
申
込
受
付
期
間
　

《
一
般
行
政
職
》　
９
月
１
日(

木)

か
ら

　
23
日(

金)

ま
で
の
土
、
日
、
祝
日
を

　
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30

　
分
ま
で
。
郵
送
ま
た
は
代
理
人
に
よ
る

　
申
込
可
能
。
郵
送
の
場
合
、
９
月
23
日

　(

金)

必
着
と
し
ま
す
。

《
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
幼
稚
園
教
諭
》

　
９
月
１
日(

木)

か
ら
16
日(

金)

ま

　
で
の
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

　
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。
受
験
者
自
ら

　
に
よ
る
直
接
提
出
の
み
と
し
、
郵
送
・

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
代
理
人
に
よ

　
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
３
）
申
込
先
　
〒
６
３
９
―
０
２
９
３

　
奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
大
字
上
牧

　
３
３
５
０
番
地
　
上
牧
町
役
場
　
政

　
策
調
整
課
　
人
事
係

（
４
）
受
験
票
の
交
付
　
提
出
さ
れ
た
返

　
信
用
封
筒
に
よ
り
受
験
票
を
郵
送
し
ま

　
す
。
一
般
行
政
職
は
10
月
７
日(

金)

　
ま
で
に
、
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
幼

　
稚
園
教
諭
は
９
月
28
日(

水)

ま
で
に

　
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
日
ま
で
に
届
か
な

　
い
場
合
は
、
政
策
調
整
課
人
事
係
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
第
１
次
試
験
当
日
に
は
、
受
験
票
を
必

　
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
与
そ
の
他
（
平
成
28
年
４
月
１
日
現

　
在
）
現
行
の
初
任
給
月
額
は
次
の
と
お

　
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
学
卒
　
１
７
６
，
７
０
０
円
　
　
　

　
短
大
卒
　
１
５
７
，
３
０
０
円
　
　
　

　
高
校
卒
　
１
４
４
，
６
０
０
円
　
　
　

※
初
任
給
は
、
採
用
前
の
経
歴
な
ど
に
応

　
じ
て
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、
職
務
経
験
期
間
の
確
認
の
た

　
め
、
職
歴
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
類
の

　
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
給
料
の
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
地
域
手

　
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
・

　
勤
勉
手
当
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に

　
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　

▼
最
終
合
格
発
表
か
ら
採
用
ま
で
　
採
用

　
職
種
ご
と
の
最
終
合
格
者
は
、
平
成
29

　
年
４
月
１
日
採
用
予
定
で
す
。

▼
そ
の
他
　
受
験
に
際
し
、
虚
偽
そ
の
他

　
不
正
が
判
明
し
た
場
合
は
、
合
格
を
取

　
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
試
験
当
日
は
、
受
験
票
お
よ
び
筆
記
用

　
具
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
政
策
調
整
課
　
人
事
係

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
２
０
６
番
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　血糖値は高めだけど、体はなんともないし、
とりあえずは大丈夫だろう…と思っていません
か？

※HbA1c…血液中のヘモグロビンとブドウ糖
が結合したもので、過去 1～ 2ヶ月の平均的な
血糖の状態を調べるもの。

上の表のように、糖尿病の疑いがある（受診を
勧める）レベルでなくても、糖尿病予備軍の状
態が続くと余分な糖分が血管や神経を痛めつけ
て、将来の高血圧や腎不全の原因になったり、
体の抵抗力が下がって感染症にかかりやすく
なってしまいます。
　また、初期の糖尿病は自覚症状がありません。
のどの渇きやトイレの回数が増える、尿が泡立
つ…といった症状がでるころには、病気はかな
り進行しています。

糖尿病は予防できる
　免疫の異常によって起こる 1型糖尿病とは違
い、遺伝と生活習慣の乱れが合わさって起こる
2型糖尿病は食生活の改善や運動によって予防
することができます。
食生活改善のポイント
1. バランスのよい食事
　主食・主菜・副菜の 3品がそろった食事が大
切です。コンビニ弁当など、ごはん（主食）とメ
インのおかず（主菜）が多いときは副菜に野菜を
追加して栄養バランスをアップできます。
2. 食事の時間は規則正しく
　朝食を抜く、残業で夕食が深夜になるなど、

食事の間隔が長くなるとまとめ食いやドカ食い
につながりやすく、エネルギーオーバーになる
おそれがあります。
　また、炒め物は煮物に、サラダはノンオイル
ドレッシングにしたり、同じ材料を使うときで
も蒸し物や焼き物にすることでエネルギーを抑
えることができます。
3. 野菜から食べる
　食事の際に野菜から食べることで、食後の血
糖値の上昇が抑えられて空腹感が和らぎ、食べ
過ぎの防止につながります。
　野菜の 1日の目標量は 350g です。１食で摂
ることは難しいので、1食に片手分の野菜を目
安に無理なく摂りましょう
4. 塩分を減らす工夫をしましょう
　塩分の多くはしょうゆやみそなどの調味料や
漬物から摂っています。薄味や具だくさんの汁
を心がけましょう。ゆずやしょうが、しそなど
香りや風味のある食材を使うと、薄味でも満足
感が高まります。

運動のポイント
1. 日常生活の中で活動量を増やす
・近くの外出や買い物は歩いていく
・こまめに家の掃除をする
・エレベーター・エスカレーターではなく階段
を上る
　急に無理な運動を始めても長続きしないもの
です。まずは負担にならない程度の運動から始
めましょう。
2. まずは歩くことから
　歩くことは、手軽にできて自分のペースで進
められる運動です。近所の散歩を習慣づけたり、
友人や家族と一緒におしゃべりをしながら歩く
のが長続きのコツです。

〜
糖
尿
病
、
自
分
に
は
無
関
係
と
言
い
切
れ
ま
す
か
？
〜

元気 講座

糖尿病の診断基準と予備軍について
糖尿病予備軍 受診を勧める

空腹時血糖 100mg/dl 以上 126mg/dl 以上
HbA1c( ※ ) 5.6％以上 6.5％以上

膝
痛
・
腰
痛
予
防
教
室
開
催

　
毎
回
好
評
の
「
膝
痛
・
腰
痛
予
防
教
室
」

を
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
痛
み
の
原
因

や
身
体
の
構
造
な
ど
を
学
び
、
弱
っ
た
膝

や
腰
の
痛
み
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
筋
肉
を
鍛
え
る
運
動
を
し
ま
す
。

※
心
臓
病
や
足
、
膝
、
腰
な
ど
に
強
い
痛

み
が
あ
り
、
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
る
か
た
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
と
　
き
　
９
月
29
日(

木)

か
ら
12
月

　
22
日(

木)

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
　
午

　
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
（
11
月
３

　
日
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
　
機
能
訓

　
練
室
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
定
　
員
　
先
着
15
名

▼
費
　
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
９
月
５
日(

月
）
午
前
８

　
時
30
分
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　(

生
き
活
き
対
策
課
内)

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

図
書
館
通
信

元
気
ガ
イ
ド

元
気
講
座

元気 ガイド

★乳児相談
と　き：９月６日（火）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
対象者： １歳になるまでの乳児と

保護者
内　容： 計測、相談（育児・発達・離

乳食など）午後２時から２
時15分は交流会を行いま
す（ふれあい遊び、保護者
の交流）。交流会の時間は、
計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：９月 30日（金）
　　　　 午前９時から 11 時 30

分まで受付
対象者： １歳から就学前までの幼

児と保護者
内　容： 計測、相談（食事・子育

てなど）
持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：９月 30日（金）【要予約】
　　　　 午前９時から 11 時 30

分までと午後１時 30 分
から４時まで受付

内　容： 糖尿病・高血圧・高脂血症・
　　　　 禁煙・生活習慣を改善し

たいかたなど、何でもお
気軽にご相談ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き： ９月 13日（火）
　　　　 午前 10 時から 11 時 30

相　談
分まで受付

　　　：９月 30日（金）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
内　容： （乳幼児）計測・育児や発

達についてなど
　　　　 （成人）糖尿病・高血圧・

高脂血症・禁煙・生活習
慣病を改善したいなど

ところ： アピタ１階　
　　　　ささゆりルーム

★認知症相談
と　き：９月 28日（水）
　　　　 午後 1時 30 分から３時

30分まで
ところ：相談室 1
申込方法： 電話か生き活き対策課窓

口へお申込みください。
当日でも相談できます
が、お待ちいただくかも
しれません。ご了承くだ
さい。

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：９月８日（木）
　　　： 午後１時から１時 30 分

まで受付
対象者： 平成 28 年５月２日から

６月３日生まれ
10 か月児
と　き：９月８日（木）
　　　　時間は個人通知します
対象者： 平成 27 年 10 月５日か

ら 11月８日生まれ

★３歳児健康診査
と　き： ９月 29日（木）
　　　　 午後１時から１時 30 分

まで受付
対象者： 平成 25 年２月８日から

３月 24日生まれ

★妊婦さん集まれ！！
と　き： Ａ ９月２日（金）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
　　　　Ｂ ９月６日（火）
　　　　午後１時 30 分から３時
　　　　まで受付
内　容：Ａ 妊娠中の食事、沐浴
　　　　体験
　　　　Ｂ 助産師による安産の
　　　　こつ
対象者： 妊婦
持参品：母子健康手帳

平日、午前９時から午後５時まで
利用していただけます

ガ

プレイルーム利用日について

健康診査

教　室

９
月
24
日
か
ら
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

　
結
核
は
「
過
去
の
病
気
」
で
は
な
く
、

今
で
も
国
内
で
毎
年
２
万
人
以
上
の
か
た

が
新
た
に
発
病
さ
れ
て
お
り
、
中
和
保
健

所
管
内
で
は
平
成
27
年
の
新
規
登
録
患
者

は
76
名
、
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者

は
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。「
２
週
間

以
上
、
咳
や
痰
が
続
く
」「
か
ぜ
が
な
か

な
か
治
ら
ず
、
か
ぜ
薬
が
効
か
な
い
」
と

き
は
、
早
期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　
65
歳
以
上
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
年
に

１
度
、
町
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
の
検
診
日
程
な
ど

に
つ
い
て
は
折
込
チ
ラ
シ
の
「
平
成
28
年

度
　
上
牧
町
集
団
検
（
健
）
診
の
ご
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０
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「オリンピック財団」などと称して
お金を支払わせようとする
事業者にご注意！
　「オリンピック財団」などと称して、消費者名義で多額の
チケット申し込みがあるかのように偽り、個人情報を削除す
る等の名目で金銭を支払わせようとする事業者に関する相談
が寄せられ、消費者庁からも注意が呼びかけられています。
支払ったお金を取り戻すことは困難です。注意しましょう。

【事業者の名称】

【主な事例】
　自宅に、オリンピック財団の担当者だという人から「東京オリンピックのチケットを 300 万円でお申し込みいただき
ましたね」と電話があった。「申し込んでいない」と答えると、「確かにあなたの名前で申し込みがあります」「調査のた
めに必要なので、生年月日など個人情報を教えてください」と言われ教えてしまった。
しばらくして再び担当者から電話があり、「調査した結果、犯罪グループのリストにあなたの名前が載っていることが分
かりました」「あなたの名前が犯罪に利用されたようです」「当財団の弁護士から連絡があります」と言われた。
　その後、オリンピック財団の弁護士を名のる人から電話があり、「あなたの個人情報が犯罪グループのリストに載って
います。このままではあなたの銀行口座が差し押さえられてしまいます」「口座が差し押さえられると年金ももらえなく
なります」「リストからあなたの個人情報を消す手続をする必要があります」と言われ、個人宅宛てに現金を送るよう指
示された。

【その他の事例】
　オリンピック財団等の弁護士を名のる人から、「オリンピックの入場券は大変貴重です」「この機会に購入をお考えに
なってはいかがですか」などと東京オリンピックのチケット購入を勧められた。

　オリンピック財団、日本オリンピック財団、オリンピック協会、日本オリンピック協会、日本スポーツ協会、
日本スポーツセンター等
○ オリンピック財団等は、その代表者や所在、連絡先等が明らかでなく、事業の実態がないことが強く疑わ
れます。
○ オリンピック財団等と公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会及び公益財団
法人日本オリンピック委員会等のオリンピックの関係団体とは全く関係がありません。
○ 現在のところ東京オリンピックのチケットは販売を行っておらず、チケットの販売時期・購入方法につい
ては、決定次第、組織委員会のウェブサイト等で順次案内される予定です。

★ オリンピック財団等やその関係者を名のる者から、東京オリンピックのチケット申込み
や購入等に関する電話があっても、すぐに電話を切りましょう。
★ オリンピック財団等やその関係者を名のる者から、個人情報を削除する等の名目で送金
を求められても、決して応じないでください。
★ 個人宅宛てにお金を送るよう指示するのは、詐欺の手口です。
★ 契約や送金をする前に相談を！
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L i b r a r y  c o mm u n i c a t i o n

小説家の姉と　●小路幸也著／宝島社
小説家の姉に「一緒に住んでほしい」と頼まれた大
学生の弟は、新生活を送る中でこの同居には何か
理由があるのでは？と考えるようになります。日常
と家族の姿をやわらかい文章で描いた小説です。

ザ・パーフェクト　●誠文堂新光社
北海道むかわ町で発見されたハドロサウルス科の恐
竜の全身骨格化石はどのように掘り出されたのか。
発掘に関連した人々の知恵と工夫、思いなどを多数
の写真と関係者の証言とともにまとめた本です。

自然が答えを持っている
●大村智著／潮出版社

２億人の命を救うワクチンを開発しノーベル賞を受
賞した科学者を育んだものは、自然あふれる故郷と
芸術でした。ノーベル賞授賞式での講演内容や、この
20年間に発表した文章をまとめたエッセイ集です。

9月のお話会ピーターパン 図書館カレンダー

イベントの
お知らせ

●6日(火)
●10・24日(土)

午前10時30分から
午後２時から

休館日のお知らせ

上牧町ホームページ・図書館ページ
から蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

〈 図書館の開館時間 〉 午前９時から午後５時まで ☎78-9903

※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）
　年末、年始（12/27～１/5）

5
（月）

20
（火）

12
（月）

26
（月）

30
（金）

31
（火）

9月

日本懐かしジュース大全
●清水りょうこ著／辰巳出版株式会社

炭酸、果汁、コーヒー、お茶。珍しいものからロング
セラーまで様々なジュースをカラーで紹介していま
す。ペットボトルが広まる前、瓶や缶入りの飲み物が
主流だった昭和の懐かしさ満載の1冊です。

知里幸恵物語　●金治直美著／ＰＨＰ出版
アイヌの人々によって語り継がれてきた物語「アイ
ヌ神謡集」の日本語訳を行うも、完成直後に19歳で
亡くなった女性の生涯を、言語学者・金田一京助氏
との交流も交えて追ったノンフィクションです。（児
童書）

　夏休みも終わり２学期に突入です。

みなさん、オリンピックにポケモンＧ

Ｏ、夏を満喫できましたか？私は、サマ

ーキャンプにライブといつもより満喫

できた夏でした。

　さぁ、これからは運動会、体育祭に

向け、力を発揮する季節となります。

まだまだ暑い日が続くと思いますが、

熱中症に気をつけ、頑張りましょう!!

　上牧町でも10月8日(土)、町民体育

祭が開催されます。多くのみなさん

のご参加をお待ちしています。私もカ

メラマンとして参加します。９月も

enjoyしましょうね!!

編集後記

M のつぶやき

10月13日(木)に上牧町中央公民館にて朗読会を開催し
ます。詳細は広報かんまき10月号に掲載します。
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■広報「かんまき」の広告／広報「かんまき」の紙面に町の財源確保の一環
として申し込み順に有料広告を掲載しています。これらについては町が広
告主の利用を特別に推奨したり、その内容を保証するものではありません
ので、ご利用にあたってはご自身の判断でお願いします。掲載ご希望のかた
は、毎月５日までに広告案を持参のうえ、政策調整課へお申し込みください。

法律相談

上牧町主催（偶数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／2・4・6・8・10・12月の第１水曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（予約制・随時予約）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／政策調整課　☎役場内線261番
中南和法律相談センター（奇数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／1・3・5・7・9・11月の第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／奈良弁護士会　☎0742-22-2035

人権相談
●担　当／人権擁護委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／人権問題全般
●問合先／福祉課　☎役場内線145番

行政相談
●担　当／行政相談委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／役所の仕事について全般
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番

納税相談
●担　当／徴税吏員
●と　き／毎月第２水曜日 午後1時～3時30分
●ところ／役場１階　徴収課
●定　員／申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／町税と介護保険料、後期医療保険料について
●申込・問合先／徴収課　☎役場内線125番

生活自立相談
●担　当／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
●と　き／毎月第２木曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／役場１階相談室
●内　容／生活に困っている、仕事が見つからない、
 経済的にお困りのかたへの相談・支援
●問合先／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター☎0120-85-1225

消費生活相談
●担　当／消費生活相談員
●と　き／毎週火曜日 午後１時～５時
 毎週木曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／上牧町役場１階相談室
●と　き／毎週月曜日 午後１時～５時
 毎週水曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／河合町役場２階相談室
 （河合町での相談もできます）
●内　容／消費生活問題全般・多重債務問題
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番
土・日・祝日に利用できる消費生活相談窓口
消費者ホットライン　
相談受付時間　午前10時～午後4時　188(局番なし）
公益社団法人　全国消費生活相談員協会　
東京　土・日　午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎03-5614-0189
大阪　日曜日 午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎06-6203-7650
公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
東京  　日曜日　午前11時～午後4時☎03-6450-6631
関西分室  土曜日　午前10時～午後4時☎06-4790-8110

教育相談
●担　当／学校指導主事
●と　き／毎週火曜日 午後１時30分～４時
●相　談／電話による相談 役場内線119番
●内　容／教育問題全般
●問合先／教育総務課　 ☎役場内線119番

スクールカウンセラー教育相談
●担　当／スクールカウンセラー
●内　容／教育問題全般
●ところ／①上牧中学校
●と　き／9月20日（火）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧中学校　☎76-5479

●ところ／②上牧第二中学校
●と　き／9月5日（月）26日（月）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧第二中学校　☎72-3700
●問合先／教育総務課　☎役場内線134番
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各種相談のご案内

町の木

世帯数
男　性
女　性

9,860
10,883
12,056

（+  7）
（－19）
（－  2）

合　計 22,939（－21）

まき 町の花 ゆり

町の動き
平成28年7月末日現在

地域密着型で効率的な広告

月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまき
上牧町役場政策調整課　　0745-76-1001

●掲載料…1枠 1万円／2枠 2万円
※この見本の大きさは１枠です 高さ59mm×幅85mm

お店の広告は広報紙で

見本

上牧町は非核・平和都市宣言の町です

※（　）は前月比

◆上牧町ホームページ　http://www.town.kanmaki.nara.jp/
◆Eメール　kanmaki＠plum.ocn.ne.jp
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